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① 同和問題 

市では、部落差別の解消に向け、同和問題の歴史的経緯を正しく理解するとともに、差別の現

状について認識を深め、部落差別のない社会を実現するため、家庭、学校、地域、企業等で人権

同和教育と啓発活動等の充実、強化をしています。 

第２章 分野別人権問題 

市では同和問題の解決に向けた施策を推進するため「千曲市部落差別の解消に関する啓発及び

教育等基本方針」を制定し、令和 3 年 6 月 10 日に施行しました。この基本方針に基づき更なる

同和問題への解決に向けて啓発、教育活動を強化し、問題解決を目指していくことにしています。  

令和 3年度は 10月 19日（火）戸倉人権はつらつセンターで、部落解放同盟千曲市協議会役員

と担当課により「部落解放・人権政策確立に向けた懇談会」を開催しました。同和問題の現状を

共有し、問題解決に向けた意見交換等を行いました。 

啓発活動の一環として、人権ふれあいセンターでは、8月 10日（火）に同和問題をテーマとし

たふれあいセミナーを、新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から規模を縮小して開催し

23名の市民が参加しました。 

▲R3.8/10 第 3回ふれあいセミナー  

（人権ふれあいセンター） 

 

 

毎年 2～3月頃に開催している「千曲市

人権のまちづくりに向けた学習会」は、

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観

点から中止し、部落解放同盟千曲市協議

会から「千曲市人権のまちづくりに向け

て～部落差別の解消をめざして～」の冊

子と「あけぼの」を提供いただき、関係

者等へ配布しました。 

セミナーでは、長野県同和教育推進協議会事務局長の清水稔さんを講師に迎え「これからの人

権・同和教育～副読本「あけぼの」によせて～」と題してご講演をいただきました。令和 3 年度

から小・中学校に配布する人権教育副読本「あけぼの」は改訂となりました。掲載されている内

容は、現在の社会にあるさまざまな人権問題のほか、同和問題についても詳しく書かれており、

同和問題が人権問題の中でも重要な課題であることがわかる冊子となっています。 
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障がいの有無に係わらず、住み慣れた地域でお互いが尊重しあい、地域で共に生きる社会の実

現に向けて、市では「障害者基本法」、「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関

する法律（障害者虐待防止法）」、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別

解消法）等に基づき、各種事業を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 障がいのある人の人権に関する問題 

障害者基本法では、国民誰もが相互に人格と個性を尊重し、「共生社会」の理念の普及を図るため

に、「障害者週間」を定めています。 

 この期間を活用して、地域の皆さんが障がいのある方の福祉に関心と理解を深められるように、市

報、ホームページへ関連記事を掲載しました。 

【福祉就労の場の確保】 

 令和 4年 3月 31日現在、障害福祉サービスの就労系提供事業所は 14カ所となっています。地域内

の各種サービスの提供体制の確保については、「千曲・坂城地域自立支援協議会」において関係者間の

連携を図りながら検討を進めています。 

 

【障がい者の虐待防止】 

 障害者虐待防止法に基づき、「障がい者虐待防止センター」を設置しています。ホームページ等を

活用して啓発活動を行うとともに、虐待発生にあたっては初期相談対応から確認調査などの対応を

行っています。また、調査後については、その事案ごとに制度等の活用やモニタリング・評価を実

施するなどの対応にあたっています。 

【啓発活動】 

障がいのある方への理解を深めてもらう等の目的で定められている「障害者週間（12月 3日から

12 月 9 日）」や、自閉症をはじめとする発達障がいへの理解促進の取組として「発達障害啓発週間

（4月 2日から 4月 8日）」が定められており、それぞれの目的に合わせて市民への理解促進等を図

るため、市報等を通じて啓発活動を実施しました。 

 

 

【成年後見制度の普及、活用の促進】 

 住み慣れた地域で安心して生活が維持できるように、成年後見制度の普及啓発、円滑な利用促進を

図るため、初期相談対応、利用支援等を行う成年後見支援センター事業を継続して実施（委託）して

います。 

 

【公共施設等の整備】 

 千曲市障害者計画に「障がい者に配慮した公共施設の整備」について施策の方向性を示し、関係各

部署においてそれぞれの分野での取り組みに努めています。 
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③ 子どもの人権に関する問題 

総合教育センターでは、教育相談、いじめや不登校などの相談を受けるとともに、他の

教育相談機関との連絡調整を行っています。いじめ等の子どもの人権問題に対応するた

め、専用電話により令和 3年度は 16件の相談を受付しました。 

併せて屋代中・戸倉上山田中・更埴西中・埴生中にスクールカウンセラーを配置し、相

談業務を実施しました。 

相談内容が年々複雑多様化する中で、業務の重要性が増しています。 

 

子どもの人権については、いじめや虐待・体罰など、また、身体的・精神的な危害や、

子どもの主体性を抑えてしまう過度な保護や管理、インターネットなどでの情報の氾濫な

ど、健全な育成を妨げる環境が子どもを取り巻いています。 

市の家庭児童相談室では家庭相談員 2名を配置して、家庭における適切な児童養育につ

いて相談支援を行っています。平成 31 年 4 月には家庭児童相談室を核として相談支援体

制の強化を行い、こども家庭総合支援拠点を設置しました。 

この拠点では、児童の虐待の発生を予防するために、関係機関と連携しながら、地域に

おける子育て支援の様々なサービスを活用し、早期から適切な支援に結び付けていきま

す。 

「千曲市虐待防止ネットワーク会議 要保護児童等対策部会」では、虐待を受けている

子どもをはじめとする支援対象児童等の早期発見や適切な保護を行うために、児童相談

所、保育園、学校、警察署など 22 の構成機関等がその子ども等に関する情報や考え方を

共有しながら、適切な連携のもとで支援を行っています。 

令和 3 年度は部会として、代表者会議（1 回）、実務担当者会議（3 回）、個別ケース検

討会議（74回）を開催しました。 

また、令和 3年度の児童虐待に係わる通告は 121件、相談対応件数は延べ 5,077件でし

た。 

市少年育成センターでは 30 名の市民が補導委員を務め、駅や子どもたちが立ち寄りそう

な場所を定期的に巡回し、ひと声かけ、注意、助言、指導の活動により、少年非行の未然防

止につながっています。 

令和 3年度は、新型コロナウイルス感染防止のため徒歩による担当小学校区内を中心に該

当補導を行い、実施回数は 63回余、延べ 187人の活動となりました。 

 

 

◀補導委員による巡回の様子 
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7月の「青少年の非行・被害防止全国強調月間」、11月の「子ども・若者育成支援強調月間」

の初旬には、地域振興局職員、警察職員、少年警察ボランティア、市職員、補導委員により屋

代駅前で青少年の健全育成についての啓発リーフレットおよび啓発チラシの入ったポケットテ

ィッシュをあいさつとともに配布する街頭啓発活動を実施しています。 

④女性の人権に関する問題 

市では、地域社会・家庭・職場などにおいて、性別による固定的役割分担意識の是正ができるよ

う啓発活動を推進しています。 

令和 3 年度の「男女共同参画セミナー」は新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から規模

を縮小して全 4 回のうち 2 回開催し、延べ 103 名の市民の方が参加しました。各テーマに沿って学

び個人のスキルアップを図りました。また、日常生活や地域社会において、性別による固定的な役

割分担意識等をなくすことが男女共同参画社会の実現につながっていくことだとわかりました。 

このほか、市は男女共同参画に関する研修会への参加や事業を実施する場合「男女共同参画社会

づくり補助金」を交付しています。この補助金を活用して、令和 3年度は 14名の市民が研修会に参

加して男女共同参画を学び、男女共同参画社会の実現には家庭、仕事、地域の環境づくり、意識づ

くりが大切だと感じました。また、男女共同参画団体が主催する事業等へ市も協力し、市民と一緒

に男女共同参画を推進しました。 

 

毎年 4 月に長野県青少年育成県民会議がす

すめる「信州あいさつ運動」の啓発活動を実施

しています。 

この運動は、家庭や地域でお互いにあいさつ

することでみんながつながり、地域を元気にし

て、地域ぐるみで子どもの育成を応援すること

を目的としています。 

学校でも PTA 等と協働して、登下校の際の

「子どもを見守る地域住民」や「千曲市地域で

子どもの安全を守る会」などと連携強化を図っ

ています。 

 

▲信州あいさつ運動の様子 

▲R3.7/24  平和のつどい （戸倉創造館） 
▲R3.12/20 男女共同参画推進フォーラム基調講演

（オンライン形式）学習会 （千曲市役所） 
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事  業 内    容 

男女共同参画

セミナー等 

（全 4 回のう

ち 2回実施） 

●第 1回 6月 18日（金） 

 演題：「今、なぜ瞽女なのか」 

 講師：瞽女ミュージアム高田事務局長 小川 善司さん  

参加者 61名 

●第 2回 10月 6日（水） 

演題：「性の多様性について」 

講師：ダイバーシティ信州会長 小泉 涼さん 

参加者 42名 

●第 3回、第 4回 ※新型コロナウイルス感染症の拡大により中止 

 

●男女共同参画講座 （オンライン配信） R4.3月 17日（木） 

 演題：「より良い人間関係を築く コミュニケーションセミナー」 

 講師：㈱キャリアトラスティング代表取締役 霜鳥 光さん 

参加者 9名 

男女共同参画

推進フォーラ

ム基調講演（オ

ンライン形式）

学習会 

●12月 20日（月） 

（鼎談） 

演題：「社会を変える ―ジェンダー平等の「壁」を乗り越えるために必要なこと」 

講師：東京大学大学院人文社会系研究科 教授 白波瀬 佐和子さん 

   SDGパートナーズ（有）代表取締役 CEO 田瀬 和夫さん 

   #みんなの生理共同代表 谷口 歩美さん 

参加者 11名 

協働事業提案

制度採択事業 

 

●平和のつどい映画会 7月 17日（土） 

 「嗚呼 満蒙開拓団」上映  

参加者 130名 

●平和のつどい 7月 24日（土） 

 作文発表（東・埴生・五加小学校） 

 平和講演会 演題：「俳優として 人間として」 

       講師：俳優 宝田 明さん 

参加者 110名 

◆令和 3年度 男女共同参画セミナー等実績 

男女共同参画セミナー参加者のアンケートから（抜粋） 

・村と瞽女の交流が興味深かった。村の生活の中に瞽女の文化が定着しており、村人に生きるエネ

ルギーを与えていたということが印象深かった。（6/18セミナー参加者） 

・私の個性と同じように相手の個性を認める、そのためには相手のいやなこと、辛いことを知るこ

とはとても大切だと思った。（10/6セミナー参加者） 

・生まれ方はだれの責任でもありません。どんな家にどんな状況に生まれても自分らしく生きられ

る社会であってほしい、そのために何ができるのか考え、実行していきたいと思います。（10/6

セミナー参加者） 
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市では、女性の意見を市政や方針決定過程で反映させるため、各種審議会、委員会等に女性の

積極的な登用を進めています。 

 

○令和 3年度の審議会・委員会等の女性参画率 抜粋（全体では 27.8% R3.4.1現在 ） 

審議会・委員会等名 委員総数 女性の人数 参画率 

男女共同参画計画審議会 11 5 45.5% 

人権ふれあいセンター運営員会 8 4 50.0% 

防災会議 31 6 19.4％ 

差別撤廃人権擁護審議会 13 4 30.8％ 

環境審議会 10 2 20.0% 

健康づくり推進協議会 13 6 46.2% 

子ども・子育て会議 15 12 80.0% 

農業委員会 15 4 26.7% 

地域公共交通活性化協議会 23 2 8.7% 

景観審議会 13 3 23.1% 

教育振興審議会 12 2 16.7% 

社会教育委員会 10 4 40.0% 

参画状況については、市のホームページに掲載し、積極的に情報公開を行いました。 

【女性の相談事業・啓発事業】 

平成 30年 4月より女性相談員 2名を配置して、配偶者や恋人、パートナーからの暴力(ＤＶ)、

離婚や家庭不和など女性が抱えるさまざまな悩みや困りごとなどの相談支援を行っています。 

相談者の人権を尊重し権利擁護を図る立場から、必要に応じ県女性相談センターや警察署など

の関係機関との連携を図るとともに、専門の相談機関の紹介も行っています。 

令和 3年度の配偶者からの暴力による相談件数は延べ 36件でした。 

女性の相談窓口をホームページ等に掲載し、誰もが気軽に相談ができるように周知しました。 

また、毎年、11月 12日～25日の 2週間を「女性に対する暴力をなくす運動」期間として、女

性に対する差別的な言動や行為から守るための啓発活動や、セクシュアル・ハラスメント、マタ

ニティ・ハラスメントなどの発生を防止するために企業への啓発活動を実施しました。 
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わが国は、平均寿命が 80年を超えるという世界有数の長寿国となる一方、出生率の低下に

よる少子化傾向も加わり、本格的な少子・超高齢化社会を迎えています。 

本市においても、高齢化率（住民基本台帳 10月 1日基準）は、2003年（平成 15年）合併

当時の 22.3％から、2021 年（令和 3 年）は 33.5％と増加しており、今後も高齢化が進むと

見込まれます。 

本市では、高齢者が可能な限り住み慣れた地域で、その有する能力に応じ日常生活を営む

ことができる体制として「地域包括ケアシステム」づくりを推進してきました。しかしなが

ら、昨今、多様で複合的な支援を要する相談が増えており、対応が困難かつ長期化するケー

スが多くなってきています。高齢者が安心して自立した生活を送れるように支援するととも

に、市民一人ひとりが高齢者を思いやり、大切にするよう、高齢者の人権についての理解と

認識を深めていくことが重要です。 

 

 

【生活支援体制整備事業】 

少子高齢化や核家族化の進展に伴い、支援が及びにくく孤立しがちな一人暮らし高齢者や

認知症高齢者等の増加が予測される中、市では、高齢者の尊厳保持と自立生活支援の目的の

もと、地域の包括的な支援・サービス提供体制（地域包括ケアシステム）の基盤づくりに取

り組んでいます。 

地域包括ケアシステムの一翼を担う「生活支援体制整備事業」は、高齢者が住み慣れた地

域において介護予防を実行でき、また、日常の生活支援を受けられるような地域づくりを進

めています。 

 

 

【千曲市成年後見制度普及啓発等推進事業】 

 市では「成年後見制度」の普及や啓発、制度の利用促進を目指しています。そして、千曲

市社会福祉協議会においては、千曲市成年後見支援センター（以下参照）を設置しています。

センターでは、制度の説明、解決へ向けた提案、後見等申し立てにあたっての相談支援等を

行っています。 

 

名称 電話番号 

千曲市成年後見支援センター 026-276-2687 

 

【高齢者に関する相談窓口の充実（地域包括支援センター（高齢者相談センター））】 

高齢者人口の増加、高齢化率の上昇に伴い、高齢者に関する相談（虐待防止、権利擁護含

む）は増加傾向です。市では、市内３ヶ所に地域包括支援センター（高齢者相談センター）

を設置し、高齢者の相談窓口の充実に努めています。 

 

⑤高齢者の人権に関する問題 
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名称 電話番号 担当地域 

千曲市基幹地域包括支援センター 

（杭瀬下二丁目 1番地 市役所 1階） 

026-273-1111 

（内線 1181・1182） 

更埴川西地域 

千曲市更埴川東地域包括支援センター 

（大字杭瀬下 13番地 1） 

026-213-5085 更埴川東地域 

千曲市戸倉上山田地域包括支援センター 

（大字戸倉 2388番地 1） 

026-214-7780 戸倉上山田地域 

 

市では、「千曲市虐待防止ネットワーク会議 高齢者虐待対策部会」の開催を通じて、虐待

防止や虐待を受けた高齢者やその養護者への支援を図るために関係機関や支援者等の連携体

制を構築しています。令和 3年度においては、虐待防止の相談件数は 18件、権利擁護の相談

件数は 75件でした。 

また、市の委嘱を受けた介護相談員が、介護サービス施設・事業所に出向いて、利用者の

疑問や不満、不安を受け付け、介護サービス提供事業者と市との橋渡しをしながら、問題改

善や介護サービスの質の向上につなげる取り組みをしています。（令和 3年度は新型コロナウ

イルス感染拡大防止のため訪問を中止しました。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市の令和 3年 12月 31日現在の外国人住民は、男性 324人、女性 495人、計 819人（29か国）

となっており、職場、学校や地域社会など日常生活の中で外国人とかかわりを持つことが多く

なっています。 

外国人に対する偏見や差別を解消するためには異なる文化や価値観等を正しく理解し、市民

一人ひとりが広い視野を持ち、言語、宗教、習慣等の違いを超えて相互理解を深めることが重

要です。また、外国人が安心して暮らせる環境づくりの支援と相談、情報提供の充実を図ると

ともに、人権を尊重し「共生の心」の醸成を図る必要があります。 

人権ふれあいセンターでは、自主事業として NPO法人千曲国際交流協会の会員が講師となり、

令和 3年度は 20回「日本語教室」を開講しました。講座には市内の企業に研修で来ているベト

ナムやインドネシアの若者、また、日本で結婚をされた中国の方など 45名が受講し、日本語の

勉強や日本語検定の学習に励みました。 

また、同様に生涯学習課でも八幡公民館にて「日本語教室」を開講しています。例年、多文

化共生フェスティバル「千曲万博」を開催し、各種国際交流・多文化共生事業を実施しており

ましたが、令和 3年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止しました。 

⑥外国人の人権に関する問題 
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市内に住む外国人の皆さんの生活に配慮して、千曲市指定ごみ袋に外国語での標記（英語、

韓国語、中国語）や「ごみの出し方」の外国語版（英語、韓国語、中国語、タイ語、ポルト

ガル語）を希望者に配布しています。 

学校では、中国からの修学旅行隊の受け入れや外国語指導助手の国際理解事業（千曲万博

など）への派遣を行う予定で取り組みました。しかし、令和 3年度は新型コロナウイルス感

染拡大防止のため、予定されていた事業が中止となりました。 

▲日本語教室の様子（人権ふれあいセンター） 

⑦さまざまな人権問題 

近年では、国際化、情報化、少子高齢化などの進展により、市民の権利意識や価値観も多様

化する中、さまざまな人権問題が存在しています。 

なかでも令和 3 年度は主にコロナ差別、インターネットによる人権問題、性的マイノリティ

（少数者）、犯罪被害者等の人権問題を重点的に、啓発活動を実施しました。 

コロナ差別に関しては、新型コロナウイルス感染症に感染した方やその家族、治療にあたっ

た医療従事者等への差別的発言や言動による差別をなくすために、市ホームページ、フェイス

ブック、ツイッターなどの広報媒体による周知とともに、チラシの配布、ポスターの掲示、シ

トラスリボンプロジェクト等に取組みました。 

インターネットによる人権侵害は、その匿名性、情報発信の容易さから、個人の名誉を傷つ

けたり、プライバシーを侵害したり、差別を助長する表現の情報が掲載されるなどが起こりや

すいことから、市ホームページなど広報媒体を通じてインターネットの利用に関する正しい知

識と理解を深めるための啓発を行いました。 

性的マイノリティ（少数者）、犯罪被害者等への人権問題への取組みでは、それぞれふれあい

セミナーや男女共同参画セミナーのテーマとして取り上げ、市民へ学ぶ機会を提供し、正しい

知識と理解の向上を図りました。 

今後もさまざまな人権問題をテーマにしてセミナー等を開催し、すべての人がお互いの人権

を尊重しできるような啓発活動に取り組んでいきます。 

 


